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 （様式１－表）　　　　　　　　　　令和８年度　　特色ある学校づくり推進事業　計画書

※分野【a︓国際交流・国際理解、b︓地域連携、c︓自然体験、d︓環境教育、e︓学力向上、f︓交流体験、g︓福祉・ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ、h︓伝統文化、iその他（　）】から選ぶ。
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生き生きと活動し　ともに関わり　伝え合う飯野っ子

サブテーマ  　　　　　 ―　体験活動を通して、人（仲間・地域の方）との関わり合いを深めよう　― 勤労体験

松本さおり
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　本校の教育目標『「しなやかな心の力」と「確かな学力」をもつ、飯野でいきる子どもの育成』の実現のため、社会の変化に対応できる教育の推進
及び教師集団づくりをめざしている。具体的には、下記のような重点を定め、努力している。
　・人と関わる体験活動を通して、自己肯定感を高める学校生活の実現に努める。
　・確かな知識・技能をもとにした、将来にいきる学び方を育む教育活動の展開に努める。
　・命・健康・安全に気を配り、丈夫な体づくりに励む健康安全指導に努める。
　・地域・家庭と共に子どもを育て、地域ぐるみの教育の実現に努める。
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動
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○子どもが主体となり花や野菜の栽培活動、縦割り活動を推進する。その中で、互いに認め合い、感謝し合う活動を行うことを通して自己有用感
を高める。（校内整備員の活用）
○「関わろう　伝えよう」をめざし、異学年との交流活動を取り入れる。ともに活動する経験を通して子どもたちの信頼関係を築き、心身ともに健全
な子の育成を図る。そして、互いのよさを認め合い、周囲と助け合って生きようとする態度を育てる。
○地域ボランティアや地域教材など、地域の教育力の活用を推進することで、自分たちが暮らす地域の魅力に触れ、「ふるさと」に対する意識を育
てる。
【花や野菜の栽培活動】
　１年︓花や野菜を育てよう。
　２年︓夏野菜を育てよう。
　３年︓花を育てよう。
　４年︓ゴーヤを育て、収穫して、ゴーヤパーティーをしよう。
　５年︓米作りについて調べ、米を育て、収穫し、大地の恵みに感謝しよう。森林について学び、地域の山林について考えよう。
　６年︓ジャガイモの栽培活動を通して、人との関わり合いを深めよう。
　ひまわり（特別支援学級）︓栽培した野菜で調理実習やお楽しみ会をしよう。
　委員会︓ＦＢＣに向けての花壇づくりをしよう。

校内整備員
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　地域の方や校内整備員の協力を得て、稲や花・野菜などを栽培し、収穫の後にはともに味わい感謝する交流会や環境委員が育てた花の苗を
配布して地域の方に感謝の気持ちを伝えることができた。７年度は、地域の方に感謝する会で環境委員会が育てた花を配布した。また、長年「花
ボランティア」の方の協力を得て花壇づくりを続けており、委員会を中心に子どもたちがボランティアの方と触れ合いながら花壇作業に参加している。
美しい花壇を見て飯野小学校を誇りに思う子も見られるようになり、花壇づくりに参加する地域の方もやりがいを感じている。
　８年度は、「体験活動を通して、人（仲間・地域の方）との関わり合いを深めよう」をサブテーマに、体験活動での関わり合い、さらには学習した
ことを伝え合い、発信していく力を深めていきたい。引き続き地域の方や校内整備員の協力を得ることで、栽培活動の充実を図りたい。また、こうし
た活動の基盤となる心身ともに健全な子の育成を図り、周囲と助け合って生きようとする態度を育てていきたい。今後も保護者や地域の方の協力
を得て、一緒に作業したり教えてもらったりする機会をもち、地域の教育力を積極的に取り込み、活動の様子を子どもの姿や声を取り入れながら学
校ホームページで紹介していきたい。特色ある学校づくり推進事業について、保護者・地域の方が正しく理解していただけるように発信していくこと
で、本校の教育活動への理解が深まり、家庭・地域と学校がともに手を携えて子どもを育てることにつながることを期待する。
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・活動する子どもの表情、声（教師による観察）、活動後の感想、まとめと発表
・ボランティアの方の声、感想と保護者アンケート
・ホームページへのアクセス数


